
 1 

 

 

 

 

平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   千葉県立桜が丘特別支援学校                      

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      ☑特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒２６４－００１７ 

      千葉県千葉市若葉区加曽利町１５３８                      

  E-mail sakuragaoka-sh@chiba-c.ed.jp                     

  Website  http://www.chiba-c.ed.jp/chibapref-sakuragaoka-sh/                      

  児童生徒数  男子    名   女子    名  合計 １７３名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～１８歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ☑ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

☑ エネルギー 

□ 防災 

☑ 食育 

□ 伝統文化 

☑ そのほか（ 交流学習、キャリア教育 ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容 

【桜が丘特別支援学校のＥＳＤのねらい】 

◇他者を理解するとともに、相互に人格を認め合うことが 

できる児童生徒を育む。 

◇児童生徒が様々な人や異文化とのかかわりを通して経験 

や想いを分かち合い、夢をもって楽しみながら生きる姿 

をめざす。 

 

本校でＥＳＤを捉える際、「つながり」をキーワードとして考え、日々の教育活動に取

り組んでいます。「発信していくこと」、「伝えていくこと」を通して、本校の様子や児童

生徒の学習の成果を地域や社会、世界の多くの方々に知っていただき、様々な物や人と「つ

ながり」をもち、その「つながり」を大切に、多様性に満ちた社会で共に生き抜いていけ

る力を育んでいくことを願っています。 

 

【２７年度の取り組みのまとめ】 

本校で行われている学習はすべてがＥＳＤに関係する内容であると考えていますが、その

中でも、今年度は、①各教科領域等（理科、食育）②交流学習 ③キャリア教育の取り組

みに焦点をあてて、下の図のようにまとめました。 
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①各教科領域では理科と食育の様子を紹介します。 

理科では、生物や植物についての学習のなかで、花粉管の伸長とウニの発生の様子を

iPhone 顕微鏡で撮影し、観察しました。この動画を日本の近隣の学校やアメリカの学

校に送り、交流学習もしました。 

  食育では、千葉でとれる食材である、鯵や落花生について栄養教諭と一緒に学んだり、

苗から野菜を育て、育った食材を使用して調理実習をしたりしました。苗から育てて食

べるというつながりや、千産千消という地域とのつながりを学習しました。 

②キャリア教育では、将来の生活や自立にむけて、できるようになるために取り組んでい

ることを紹介します。 

「作業学習」では、製品づくりを通して、働くことや働くために必要なことを学んでい

ます。丁寧な製品づくりだけでなく、報告・連絡・相談など働く際に必要なコミュニケ

ーションについても大切にしています。校外での販売会を行い、地域とのつながりも大

切にしています。 

また、寄宿舎では掃除や洗濯など自分のことは自分で行い、卒業後の自立した生活に

つなげられるよう、目標をもって生活しています。 

③交流学習では近隣校や居住地校との交流及び共同学習とアメリカとの交流学習につい

て紹介します。 

小学部、中学部、高等部それぞれが近隣校との交流学習を行っています。一緒にディベ

ートをしたり、体育や音楽を一緒に行ったりしています。同年代の人との交流学習はと

ても刺激的な学習であり、小学生同士、中学生同士、高校生同士がつながれる良い機会

だと感じています。 

  また、今年度、「食」と「音楽」を通してアメリ

カとの交流学習をしています。「食」では、本校の

自慢の給食を紹介したい！という生徒の声により、

このようなもの→を作って交流校に紹介しました。 

「音楽」では、日本の２つの学校ととアメリカの１つ

の学校で We are the world を歌い、１つのムー

ビーを作成するという学習をしています。現在、ア

メリカの学校が３つの学校の素材を集約して、ひとつのムービーを作っているところで

す。性別や国籍、障害の有無など多様性に富んだ世の中だけど、世界は一つなんだとい

うことを感じられるムービーが完成することと思います。完成が今から楽しみです。 

 

このように桜が丘特別支援学校ではＥＳＤに力を入れて日々の授業が行われています。  

人とつながり、地域とつながり、社会とつながり、世界とつながり、、、そのつながりを大

切にして生き抜いていけること。それが私たちの未来につながると考えています。また、

それと同時に、私たちがユネスコスクールとして情報を発信する中心地となり、地域や他

の特別支援学校、他の小中学校と連携し、「つながり」をもっていくことが大事だと思っ

ています。障害をもった私たちから様々な情報を発信していくことが、皆が支え合いお互

いに認め合いながら共生することのできる社会やよりよい未来を構築することにつなが

ると考えます。障害がある人もない人も認め合い受け入れ合い共生することのできる社会

を作っていくこと、これが、本校の目指す持続可能な発展のための教育の姿です。 
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【校外でのユネスコスクールとしての活動】 

◇千葉県高等学校ユネスコスクール連絡協議会（６月、１２月、３月）に参加 

◇千葉大学・千葉県高等学校ユネスコスクールＥＳＤ研究会（８月）に参加 

◇「千葉大学・千葉県高等学校ユネスコスクールＥＳＤ研究会」にて「桜が丘の実践報告

発表」（８月） 

◇千葉県幼小中ユネスコスクール研修会にて「桜が丘の実践報告発表」（１１月） 

◇千葉大学「ＥＳＤ成果報告会」に高等部生徒５名が参加。２７年度の桜が丘の取り組み

について、英語でポスター発表した（３月１９日（土）） 

 

【その他】 

平成２７年１１月：タイ教職員招へいプログラムで来日したタイの教職員１５名 

程度を受け入れ。歓迎式、意見交換会等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


